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１．はじめに 

東京地下鉄株式会社では渋谷駅周辺地区基盤整備事

業の一環として,東急百貨店内にある銀座線渋谷駅相

対式ホームを 130m東側のバスロータリーおよび明治通

り上に島式ホームとして移設するとともに,銀座線高

架橋の橋脚を減らす駅移設工事を行っている.本稿で

は,平成 28 年 11 月 4～6 日および 18～20 日に実施した

第 1 回線路切替工事(以下,「本工事」という)の施工に

ついて報告する. 

 

２．第 1回線路切替工事の位置づけ 

 現在,南側本設桁については架設が完了しており,今

後,北側本設桁を架設する.この架設にあたり軌道仮受

杭が本設桁に支障することから,本設桁架設スペースを

創出するため,図-1,2の通り, A,B線の 0K217～397mの

延長約 176m 線路を南側に最大 3.7m 切替えた.この切

替はＡ,B 線各 3 日(計 6 日)行った.なお,ホームの移設完

了までには計 4 回の線路切替を行う予定だが,今回は 1

回目の線路切替工事である. 

 

図-1 軌道仮受と本設桁の位置関係断面図 

 

 

 

 

 

 

図-2 線路切替概略平面図 

 

 

３．施工について  

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 ブロック割付およびクレーン配置図 

工法選定の最も重要な要件は,銀座線の運休は社会

的影響から土・日 2 日間が限度であることであった.

この要件から,工事桁の移設案と架替案の 2 つを検討

したが,移設案では切替前後で平面的に軌道の曲線線

形が逆になり,カント調整が現地合わせになる工程遅

延リスクを伴うことが判明したため,架替する工法を

選定した. 

工事桁架替案としたことにより,当夜に桁を総架替

する区間(抱込み区間:2～4 ブロック),前日までにまく

ら木受桁を設置し当夜はその上の工事桁の撤去を行う

区間(上路桁区間:5 ブロック),既存の軌道に擦り付け

る区間(1,6 ブロック)の大きく 3 つの区間に分けて施

工を行った(図-3).  

1 日目は,22 時より明治通り上の作業帯設置に始まり,

サードレール・脱防ガード・安全レール等の設備撤去を

行った後,2 日目午前 3 時より順次並行作業で走行レー

ルと工事桁の撤去を行った.工事桁撤去は,図-3 に示す

ように 1 ブロックで 1 台のクレーンを使用し,2～4 ブロ

ックについてはバスレーン解放期限である午前 6 時ま

での 3 時間で桁の撤去を完了させた. 

5 ブロックについては,延長が長いため,更に 2 つのブ

ロックに分割し,それぞれにクレーンを配置させて工事

桁撤去を行った.当該ブロックは軌道直上に作業構台が

あるため,覆工受桁間に開口を作り順次移動させながら 
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工事桁を細分化し撤去した.なお,当該ブロックは弊社

用地内であるため,作業時間の制約は受けないことから,

午前 6 時以降も撤去を行った. 

2～4 ブロックについては,工事桁撤去が完了した 1

日目の午前 6時より新工事桁架設を行った.架設時は

撤去時と同じく,1 ブロックで 1 台のクレーンを使用し

た. 

本工事のうち,工事桁撤去および架設作業は,狭隘箇

所で複数台のクレーンを使用し,近接ブロックにて互い

に競合していたため,施工中の調整が非常に難しかった.

そのため,3 ブロックおよび 5 ブロックにおいては,一部

特殊な揚重方法にて工事桁の撤去・架設を行った.以下

に詳細を記載する. 

(2)3 ブロックにおける工事桁架設方法 

A 線切替時,工事桁 2 連については, 3,4 号機のいず

れでも単独では桁を架設することができなかったため,

クレーン 2機の共吊りにて架設した(写真-1,図-4).共吊

りでは一方のクレーンが他方の動きに追従しなければ

ならないことから,本工事の事前に模擬桁を用いて幾

度も試験施工を行った. 

 

 

 

 

 

(a)共吊り架設状況    (b)共吊り確認状況 

写真-1 工事桁架設状況 

1)5 ブロックにおける工事桁撤去方法 

撤去工事桁は軌道仮受杭から支持させていたため,

仮受杭間隔に合わせて工事桁を細分化する必要があっ

たが,作業制約となっている軌道直上の覆工受桁間隔

は撤去工事桁長よりも短いため,楊重時には斜吊りさせ

ながら撤去した(写真-2). 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 5 ブロックにおける工事桁斜吊り撤去状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 共吊り架設順序 

表-1 作業工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桁架設後,調整が完了したブロックより軌道工事・電

気工事へと引き渡し,走行,安全レール,脱防ガード・サー

ドレールを設置,建築限界および軌道回路の確認を行い,

異常がないことを確認した後,試運転を実施し全ての安

全確認を行って,通常運行を再開させた(表-1). 

 

４．おわりに 

 本工事においては,合計 6 日間という長時間かつ大

規模な作業となったが,大きな事故もなく無事完了す

ることができた(写真-3).工事完成までには複数回切

替工事を予定しているほか,通常作業においても他工

事や施設物に近接していることから,今後も関係各所

との調整を密に図り,安全第一に工事を進めていく所

存である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 線路切替前後の平面位置 
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